
とうべつ学園保護者説明会

令和３年10月7日（木）19:00～

当別町立当別小学校 体育館
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当別町義務教育学校開校準備委員会
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説明内容

1. 「とうべつ学園」の教育について

2.通学路・スクールバス等について

3.「とうべつ学園」の生活について

4.「とうべつ学園」の部活動について

5.「とうべつ学園」PTAについて

6.質疑

【8月13日 空撮】
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1．「とうべつ学園」の教育について

◆教育目標
夢と志を持ち 希望に満ちた未来を拓く

高い志と確かな学力をはぐくむ （知）

思いやりの心と豊かな人間性をはぐくむ（徳）

たくましい身体と心をはぐくむ （体）

優しく 強く（やさしく つよく）
当別町立とうべつ学園が、子どもたち一人ひとりの個性と優しさ、

思いやりの心に溢れ、互いに認め合い、信じ合い、切磋琢磨しながら

強い意志をもって学び続ける意欲の礎を築く場となることを願い「優

しく 強く（やさしく つよく）」を校訓として掲げる。また、この校訓は、

小中一貫教育基本方針・めざす子ども像、基本理念に掲げた子ども

たちにつけさせたい力を端的に表現したものである。

◆校訓

◆令和4年度児童生徒予定数 R3.10.1現在見込み

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 計

40 40 42 47 44 46 57 61 50
427

259 168
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9年間の系統的な

教育課程の編成・

実施

コミュニケーショ

ン能力、発信す

る能力の育成

心育て

自尊感情

思いやり

◆特色ある教育活動

①系統性・連続性を踏まえた生活・学習指導
～教育的ニーズに応じたきめ細かな指導 ・特別支援教育の充実～

②日常的な異学年交流活動

③5年生からの一部教科担任制

④「とうべつ未来学」の実施（全学年）

⑤5年生からの児童生徒会活動の実施

⑥ブロック（基礎期・充実期・発展期）ごとの集会の実施

⑦５年生からの部活動参加
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前期課程（１～6 年生） 後期課程（7～9 年生） 

  

 

 

基礎期（1～４年） 充実期（5～7 年） 発展期（８～９年） 

学びの基礎をつくる時期 学びを広げる時期 自分らしい学びを深める時期 

基本的生活習慣の定着や繰り返

しの学習等、具体的な活動を通じ

て、義務教育で学ぶ基礎・基本を

身につけられるようにします。 

学んだ基礎をもとに論理的な思

考力や物事を適切に判断する力

を身に付けさせます。 

学習した内容を自分の生き方と

関連づけて考え、社会の中でよ

りよく生きることができる力を

育みます。 

＜指導形態＞ 45 分授業 

○学級担任制 

＜指導形態＞ 50 分授業 

○５・6 年：一部教科担任制 

○  7 年：教科担任制 

＜指導形態＞ 50 分授業 

○教科担任制 
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◆小学校と中学校のよさを生かした教育活動

・児童と生徒の間の異学年交流は義務教育学校特有

・ブロック内の交流とブロック間の交流も推進

日常的な異学年交流活動

虹っ子セッション～中1が小6に中学校生活を紹介

5年生からの一部教科担任制

１．主たる目的

①専門的な教科指導の充実による学力の向上

②多くの指導者のかかわりによる、
きめ細かい指導と児童生徒の多面的な理解の促進

上級生の
自覚

上級生への
あこがれ
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２．5・6年生における教科担任制

【これまで】

（１）専科指導による教科担任制
理科専科教員、外国語講師等が担当

（２）教科によって１・2組の担任交代による教科担任制
（例）1組担任が 両クラスの家庭科と音楽を担当

2組担任が 両クラスの社会科を担当

【令和4年度から】

（３）後期課程の教員が担当教科
を5・6年生に指導する
一部教科担任制
（例）理科・英語・音楽・体育

小6登校～中学校で英語の授業を体験
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とうべつ
未来学

ふるさと
教育

国際理解
教育

キャリア
教育

◆とうべつ未来学

ふるさと当別を知り、
当別の未来について考え、
様々な方法で発信する力を育てる。

ふるさと
教育

当別町の歴史・文化・自然・産業・科学等を知り、まちづくりへ参画する。

外国語を活用し、異文化理解とコミュニケーション能力を育成する。

自分の人生をデザインし、世界でたくましく活躍できる人を育成する。

国際理解

教育

キャリア
教育

（教科等横断的な学習）
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○教育課程

○行事計画

○時間割

○教科書・学籍

○校務支援・情報管理

〇情報機器管理

○庶務・経理・学校環境

運営管理部

○研究推進

○研修・学責

○学力向上

○情報教育

○道徳・特別・総合

○キャリア教育

○国際理解教育、ふるさと教育

研究開発部

○特別支援教育

〇教育的ニーズに応え

る指導

○教育相談

支援教育部

○生活指導

○安全教育

○児童・生徒会

〇文化活動

○体育・部活動指導

○図書館教育

○環境美化

○保健教育

生徒指導部

全教職員で４部会を編成し、きめ細かな指導を進めます。
・運営管理部
・生徒指導部
・研究開発部
・支援教育部 ←新規

とうべつ学園では、「支援教育部」を新たに編成し、子ども
一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実に
努めます。

特別支援教育の充実

◆とうべつ学園 校務運営組織 ～特別支援教育の充実～
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＜期毎のまとまりを踏まえた学校行事（予定）＞

 １年生 入学式

 4年生 1/２成人式

 6年生 前期課程修了式

 7年生 立志式

 9年生 卒業式

基礎期修了時

小学校の卒業式に相当

基
礎
期

発
展
期

充
実
期 充実期修了時
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◆通学路

通学路は、当別中学
校の通学路を基本と
して、一部見直しを行
う予定です。

2．通学路・スクールバス等について
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◆スクールバス等

小学校が移転すること
で遠距離になる児童に
対して配慮します。

また、１・２年生につい
ては、体力や安全面を考
慮します。

〇徒歩通学の距離

＊児童（前期課程）

２ｋｍ以内

＊生徒（後期課程）
３ｋｍ以内

＊１・２年生への配慮

上記徒歩通学の距離を
越える児童生徒につい

ては、国の基準に基づ
きバス等により対応
します。
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３．「とうべつ学園」の生活について

＜1日の生活 （予定） ＞

 登校 ８：０５～８：１５

 朝読書・朝学習 ～8：25

 １～4年生（１・２階） 45分授業 ※チャイムあり

 5～9年生（3階） 50分授業 ※チャイムなし

 下校 5時間授業の日 14：20

6時間授業の日 1～4年生 15：10

5～9年生 15：30
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＜令和4年度の学校行事（予定）＞

 開校式、始業式 4月 8日（金） 午前

１・7年生入学式 4月 8日（金） 午後

 体育祭（７～９年） 5月28日（土）

 スポーツフェスティバル（１～６年） 6月 4日（土）

 学校祭（７～９年） 10月 1日（土）

 学習発表会（１～６年） 10月29日（土）

 開校記念式典 11月12日（土）
※令和5年度から11月12日を開校記念日に

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
す
る

令
和
5
年
度
か
ら
は

全
学
年
で
合
同
開
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
す
る

令
和
5
年
度
か
ら
は

全
学
年
で
合
同
開
催

令和5年度からは
１～４年：学習発表会
5～9年：学校祭
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＜旅行的行事（予定）＞

5年：宿泊学習 （７月 道民の森 自然体験Ⅰ）

６年：修学旅行 （9月 小樽・洞爺・ルスツ 自主研修Ⅰ）

７年：校外学習 （7月 札幌 自主研修Ⅱ）

8年：宿泊学習 （7月 小樽以外を検討 自然体験Ⅱ）

９年：修学旅行 （4月 コロナのため行き先検討中 自主研修Ⅲ）
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生活のきまり～詳細はただいま検討中

児童会・生徒会、PTA、CSの意見も取り入れて最終決定

前期課程（1～6年生） 後期課程（7～9年生）

かばん 指定なし 指定なし

服 装
指定なし

※５・6年生は指定ジャージ着用可
制服着用

指定ジャージ、Tシャツ、ハーフパンツ

上 靴
指定なし

※５・6年生は指定上靴可

指定の上靴
通学に適した外靴

＜生活のきまり、児童会・生徒会＞
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制服～価格と購入先 ※価格は9月15日現在のものです。

価格

ブレザー ￥19,200+税

スラックス ￥11,000+税

ネクタイ ¥1,800+税

ニットベスト
（任意購入）

¥4,000+税

価格

ブレザー ¥19,000+税

スカート ¥11,500+税

スラックス ¥10,500+税

リボン ￥1,500+税

ニットベスト
（任意購入）

¥4,000+税

【購入先】

スーパーアークス当別店 衣料品売場

当別町樺戸町106番地 ☎0133-23-3888

営業時間 10:00-21:00

（日曜日 9:00-21:00）
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指定ジャージ、Tシャツ、ハーフパンツ ※現中１・２年生の購入可

ジャージ Tシャツ・ハーフパンツ

価格（税込） 備考

ジャージ（上） ¥ 5,700+税 学校名プリント代込、ネーム代込

ジャージ（下） ¥ 4,000+税 ネーム代込

ハーフパンツ ¥ 2,800+税 ネーム無し

Tシャツ ¥ 2,000+税 学校名プリント代込、ネーム無し

合計 ¥14,500+税 上靴：紺色のラインに統一
￥3,900+税
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制服～着用のきまり ※一部抜粋

夏服

＜冬季＞
 Yシャツを着用し、ネクタイまたはリボンを
着ける。

 半そで、長そでは各自で判断する。
 ニットベストの着用は各自で判断する。着
用する場合は、学校指定のものとする。

 女子のスラックスも可。スラックス着用時
はネクタイも選択可。

＜夏季＞
 ポロシャツまたはＹシャツを着用する。
 ポロシャツは、白または紺で無地のものと
する。小さいワンポイント可。

冬服
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4．「とうべつ学園」の部活動について

◆原則として、当別中学校で設置している部を継続して設置

運動系 文化系

野球部 吹奏楽部

陸上部 美術部

男子バスケットボール部

女子バスケットボール部

男子卓球部

女子卓球部

剣道部

＜当別中学校の部活動 R3.10.7現在＞

部活動については、
当別町としての
拠点校方式を検討中

※拠点校方式：自分の学校に希望す
る部活動がない場合に、隣接する
学校（拠点校）の部活動に参加す
ることを可能とするもの



スポーツや文化芸術等に親しもうとする態度を養う。

後期課程での本格的な部活動開始に向けた基本

的技能や基礎的体力の向上を図る。
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◆現在、当別小学校・中学校で検討中の内容

５・６年生の部活動参加の考え方
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５・６年生 後期課程（７～９年生）

入部
・5年生から入部可
・1年ごとに継続の意思を判断

・全生徒入部可
・3年間の継続を原則とする

活動時間

4～ 9月 １８：００まで
１０～３月 １７：００まで

※後期課程に兄弟がおり、保護者の意向が
あれば、後期課程と同じ下校時間も可

4～ 9月 １８：3０まで
10月・3月 18：00まで
１１～ ２月 １７：3０まで

活動日 基本的に平日のみ 部活動ごとに異なる

活動場所 部活動ごとに異なる

大会参加
・中学生対象の大会には出場でき
ない

・中体連、中文連主催の大会
・各競技団体・連盟主催の大会

費用 部活動ごとに異なる

指導者 基本的にとうべつ学園の教職員が顧問として指導に当たる

◆現在、当別小学校・中学校で検討中の内容
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とうべつ
学園ＰＴＡ
設立検討
委員会

中学校ＰＴＡ総会
決算・解散総会

中学校
ＰＴＡ

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

閉校行事の検討・実施 小学校ＰＴＡ総会
決算・解散総会

小学校
ＰＴＡ

小中PTA役員による
検討会議を実施
・全体会議４回（６・７・８・９月）
・委員会サポート事業、組織体制、
規約の3分科会で検討
【検討事項】
・全体スケジュール
・小中現行組織及び予算の確認
・委員会、１家庭１サポートの検討
・組織体制案の検討
・規約案の検討

一般会計・特別会
計の繰越額の見積

決算後の
余剰金は
とうべつ
学園ＰＴＡ
へ寄贈

とうべつ
学園ＰＴＡ

事業計画・予算案
の作成
⇒新PTA会費と小中
PTA繰越額で事業計画の
策定と必要予算見積

とうべつ学園
ＰＴＡ総会
規約の承認
役員承認
事業計画承認
予算承認

設立時役員の選考

閉校行事の検討・実施

と
う
べ
つ
学
園
保
護
者
説
明
会
（
10
月
７
日
）

一般会計・特別会
計の繰越額の見積

規約案の確定

引き続き各分科会
で詳細を検討

５．「とうべつ学園」PTAについて
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総会

運営協議会

学校長常設委員会役員会 学年委員会

学級・学年委員
学年委員会担当教員

委員長、委員
常設委員会担当教員
・広報や研修を想定
・新規設置は可能

【保護者選出】
会長、副会長、監査
【教職員選出】
事務局長、事務局員、
会計

監査

学級委員会

特別委員会
周年など特別な協議
が必要な時に設置

役員候補
推薦委員会

部活動後援会
（仮称）

役員選出の委員会
構成員は検討中

金銭面で、部活動等
子どもの活動を支援

保護者と教職員が協力して、学校・家庭・社会における児童生徒の
健全な育成と、会員相互の研修と親睦を図ることを目的とする。

目的
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分類 内容 担当委員会など 内容

児童生徒の
健全な育成
を図る事業

ベルマーク 常設委員会、担当教員 ベルマーク・地域支援券の集計

資金造成 １家庭１サポート、
役員会（事務局）

部活動応援バザー、資源回収など

生徒指導 １家庭１サポート、
役員会（事務局）

登校指導など

環境整備 １家庭１サポート、
役員会（事務局）

花壇整備、トイレ清掃、図書整理
窓ふき

行事支援 １家庭１サポート、
役員会（事務局）

スポフェスのサポート

会員の研修
を図る事業

広報 常設委員会、担当教員
１家庭１サポート

広報誌の発行、体育祭・スポフェ
ス・学校祭・学習発表会の撮影

研修 常設委員会、担当教員 研修の企画、運営

会員の親睦
を図る事業

学年委員会 学級委員、担当教員 学年レク等の企画、運営

ミニバレー 常設委員会、担当教員 ミニバレー大会の企画、運営


